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  指標の意義
・�予定外の再入院を防ぐ。（初回入院時の治療が不十分であったこと、回復が不完全な状態で早期退院を強いたことに

よるなど）
・�医療者側が予期していても、患者に説明されていなければ予期しない再発・悪化、合併症発症とする。DPCの再入

院調査の理由参照。

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 当月の退院患者のうち、前回退院から 42 日以内に同一傷病
名または随伴症・合併症、併存症で予期しない緊急入院した
患者（右記①～③に該当するもの）

①予期しない原疾患（※１）の悪化、再発のため
②予期しない原疾患（※１）の合併症発症のため
③予期しない併存症（※２）の悪化のため
※１：前回入院時に医療資源を最も投入した傷病を指す
※２：前回入院時の入院時併存傷病及び入院後発症傷病を指す

分母 退院患者数

収集
期間

１ヶ月毎

調整
方法

  指標の計算式、分母・分子の解釈

  考察
【2014年年間数値報告】
最小値0.00　25％値1.39　中央値2.23　75％値4.05　最大値9.76
回答病院71病院
【考察・分析】
　二年間連続してデータ提出のあった病院は66病院で、二年間のデータに差は見られません(Wilcoxon符号付順位
和検定：P=0.21)。
　また、今年度のデータ提出71病院については、平均在院日数と再入院割合については相関はありません(回帰分析：
P=0.79)

  改善事例
・	�前回退院病棟での事例検討を組織した結果、退院時指導などの課題があげられた。
・	�嚥下訓練の積極的な実施につながっている。



指標 3 Outcome退院後42日以内の緊急再入院割合

22



指標 3 Outcome退院後42日以内の緊急再入院割合

23



指標 3 Outcome退院後42日以内の緊急再入院割合

24


